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ご存知ですか

私のおすすめ

図書館からのお矢□らせ

「男ヨヨilの観察会」 「籠土曖に見る水害」
「本の修理・装備」

『トルストイの散あ直]『自斬庫層罰館測
『ウエスレーの回』
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薇災地で感じた、ポランティアのもつ大きなカ

「本当にありがとう、生きる気力がわいてきたよ」

気仙沼市の災害ボランティアセンターで活動したボランティアさんが、依頼者のおばあちゃんから

涙交じりでいただいたお礼の言葉です。

私は、3月 28日から4月 2日までの7日間、社1謝職員として気仙沼市社協の災害ボランティアセ

ンター支援に行つてきました。テレビ、新間等で毎日のように目にしてきた被災地の光景ですが、実

際にその場に立つとあまりの惨状に自分を含め同行したスタッフ全員何一つ言葉が出ませんでした。

沿岸部は車で何時間走ってもただただガレキの山が続<ばかり。そんな中で自分に何ができるのだろ

うと無力感すら感じましたが、既に災害ボランティアセンターには「何か力になりたい」と多<のボ

ランティアが駆け付けていました。

災害ボランティアセンターには、避難所での支援や1固人宅の泥出し清掃活動など、様友な内容があ

りますが、センターには老若男女間わず、た<さんのボランティアがおられました。中には「船が流

されて何もすることが無いから」と被災された地元の漁師さんも協力して<れましたが、)舌動から帰

ってこられると、とても被災者と思えない<らい生き生きとした表情をされていました。

また、冒頭のおばあちゃんのように涙ながらに感謝されることも数多<あつたようです。こういつ

た現地での活動を振り返ると、図書館ボランテイアさんをはじめ日常のどんなボランティア活動にも

共通することとして、活動者自身にとってもボランティア活動はた<さんのものをもたらして<れる

ということや、単に労働力だけでな<「支えられている」と温かい気持ちにす

ることができることなど「ボランティアの力は大きいなあ」と改めて多くの

ことを学ばせてもらったように思います。この阪南市内でも様々な分野で

た<さんのボランティアさんが活動されていることを心強<悪うととも

に、少しでもこの温かい思いやりの輸が広がってい<ように微力ながら

頑張つていきたいと思っています。 猪1異建一 (阪南市社会福祉協議会)
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郷土曖に見る水害

藷／〆
「

男里lllの観察会

―
昭
和
三
七
年
七
月
十

一
日
　
吉家
雨
が
も
た
ら
し
た
東
鳥
取
村
の
鳥
取
池
の
決
壊
は
、
未
曾
有
の
規
模
に
よ
り

多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
―

和
歌
山
県
丼
関
峠
を
源
と
し
、
尾
崎
町
の
大
阪
湾
に
注
ぐ
男
里
川

二
〇

ｋｍ
上
流
に
位
置
す
る
そ
の
溜
池
の
水

は
、
谷
間
に
沿
っ
た
桑
畑
地
区
を

一
瞬
に
香
込
ん
だ
。
合
流
域
で
の
増
水
が
堤
防
決
壊
へ
、
河
□
ま
で
の
更
な
る

惨
禍
と
な
っ
た
。
当
時
を
知
る
人
は
、
長
雨
続
き
の
後
三
日
は
異
例
の
激
し
さ
で
、
そ
し
て
誰
も
が
危
惧
す
る
事

が
起
こ
っ
た
。
未
明
の
暗
闇
、
恐
ろ
し
い
程
の
濁
流
が
迫
る
中
を
人
々
は
さ
ま
よ
っ
た
。
避
難
を
呼
掛
け
る
消
防

の
声
は
雨
足
に
掻
き
消
さ
れ
、
各
自
の
決
断
が
明
暗
を
分
け
た
。
人
□
の
三
分

一
が
犠
牲
に
な
っ
た
地
区
が
あ
っ

た
。
村

一
丸
と
な
り
、
不
眠
不
体
の
復
旧
活
動
が
始
ま
る
。
気
象
台
開
設
以
来
の

一
日
降
雨
量

（
四
〇
三
ミリ
）。

間
も
な
く
、
こ
の
水
害
は
災
害
救
助
法
適
用
第

一
号
と
な
る
。
水
害
状
況
報
告
に
は
、
衣
食
住
の
保
障

・
農
作
の

救
済

・
橋
の
復
旧
な
ど
、
そ
し
て
対
策
本
部
の
苦
心
が
記
述
さ
れ
た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
ま
っ
最
中
の
五
月
四
日
に
男
里
川
で
恒
例
の
生
き
物
観
察
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

当
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
七
十
名
も
の
参
加
者
と
に
ぎ
や
か
に
楽
し
＜
川
の
中
の
生
き
物
を
そ
れ
ぞ
れ
田艤
い

思
い
に
探
し
ま
し
た
。
大
勢
で
探
し
た
結
果
、
ア
ユ
や
ウ
す
ギ
と
い
っ
た
魚
屋
さ
ん
で
耳
に
す
る
よ
う
な
魚
や
、

三
十
セ
ン
チ
も
あ
る
大
き
な
ミ
シ
シ
ツ
ピ
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
⌒ペ
ッ
ト
シ
∃
ッ
プ
で
売
ら
れ
て
い
る
ミ
ド
リ
ガ
メ
）そ

の
他
色
夜
な
エ
ビ
、
力
二
、
水
生
昆
虫
な
ど
二
十
七
種
類
の
生
き
物
を
観
察
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

翌
日
も
阪
南
子
ど
も
ま
つ
り
で
、
そ
れ
ら
の

一
部
を
展
示
し
、
多
く
の
方
々
に
見
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
観

察
会
の
参
加
者
や
展
示
を
見
て
下
さ
っ
た
方
々
か
ら

「
こ
ん
な
近
＜
で
ア
ュ
が
い
る
ん
や
」
「
こ
ん
な
色
ん
な
生

き
物
が
い
る
ん
や
」
な
ど
阪
南
市
の
身
近
な
自
然
を
実
感
し
て
も
ら
え
る
感
想
を
沢
山
頂
け
た
事
を
と
て
も
う
れ

し
＜
思
い
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
自
然
が
今
以
上
に
豊
か
に
な
っ
て
残
っ
て
い
＜
事
を
望
ん
で
い
ま
す
。　
　
　
　
　
河
野
通
浩

（自
然
と
本
の
会
）

来

《ご存畑ですか》一……一本の修理・装備、

図書館フレンズに参加して2年過ぎやっと慣れてきました。私達の参加している修理分野の

仕事の内容は、破損図書の修理 (破れ、綴じ部の壊れ等)や汚れた本の清拭 (手垢の付着、食

べ残し、いたずら書き等)、 CDケースの破損修理、新刊本のフイルム表装 (装備といいます)

等です。修理の方法も、色夜なケースがあり、最初は先輩のやりかたを見様見真似で覚えまし

た。しかし慣れてくると試行錯誤ですることもあり、上手く出来ると、やつた !!と内心思う

こともあり達成感を感じます。一番困るのはセロテープでの修理で、除去に手間がかかります。

輸ゴムでとめるなどして、返却時に伝えて下さればと思います。また本にボールペン等でライ

ンを引いていると消すことができません。図書館の本は市民の宝物です。次に読まれる人が気

持ち良く利用できるよう、丁寧・大切に扱うよう努めていただきたいものです。 高木 昂
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フ
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ト
ル

長
編
小
説
で
知

つ
か
の
民
話
を

自
身
の
表
現
で

シ
リ
ー
ズ
は

地
が
い
る
か
」

が
書
か
れ
て
い

訳
者
の
北
御

た
人
で
、
そ
れ

き
で
ト
ル
ス
ト

そ
し
て
そ
れ
は

て
い
る
。
こ
れ

か
け
て
い
る
ロ

あすなろ書房

先
月
十
二
歳
に
な
っ
た
北
尋
は
、
中
学
生
で
も
な
い
小
学
生
で
も
な
い
書
体
み
、
東
京
か
ら
大
阪

ま
で
の

一
人
旅
を
計
画
し
た
。
父

ｏ
昇
平
の
影
響
で
自
転
車
イ
ベ
ン
ト
ヘ
の
参
加
経
験
や
知
識
が
豊

富
と
は
い
え
、
簡
単
に
は
両
親
の
了
承
が
得
ら
れ
な
い
。
昇
平
が
サ
ポ
ー
ト
に
つ
＜
と
い
う
案
と
、

「
母
さ
ん
の
た
め
に
何
か
す
る
」
と
い
う
課
題
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
で
よ
う
や
＜
ス
タ
ー
ト
に
こ
ぎ

つ
け
る
が
、
二
人
を
思
い
も
よ
ら
な
い
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
待
っ
て
い
た
。

聡
明
さ
や
た
＜
ま
し
さ
を
持
つ
半
面
、
幼
さ
や
思
慮
の
足
り
な
さ
を
の
ぞ
か
せ
る
北
尋
だ
が

「
自

分
の
力
が
ど
れ
＜
ら
い
で
、
何
が
無
茶
だ
っ
た
か
が
わ
か
り
、
そ
こ
か
ら
学
ん
で
成
長
し
て
ほ
し
い
」

そ
ん
な
父
の
思
い
は
し
っ
か
り
息
子
に
届
い
た
よ
う
だ
。

快
走
す
る
北
斗
の
様
子
が
ッ
ィ
ッ
タ
ー
や
プ
ロ
グ
で
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
う
い
う
場
面
が
さ
ら

り
と
受
け
入
れ
ら
れ
る
時
代
に
な

っ
た
。

昇
平
世
代
の
前
作

「
自
転
車
少
年
記
」
も
お
薦
め
で
す
。

森
下
喜
代
子

寧ヽぐ

′/

/

ス
ト
イ
と
は
、
「
戦
争
と
平
和
」
や

「
ア
ン
す

。
カ
レ
ー
ニ
す
」
「
復
活
」
な
ど
の

一ら
れ
る
ロ
シ
ア
の
文
豪
で
あ
る
。　
一
方
で
子
ど
も
た
ち
に
も
わ
か
り
や
す
い
い
＜

一遺
し
て
い
る
。　
一
般
の
民
衆
に
理
解
さ
れ
る
も
の
を
民
衆
自
身
の
言
葉
で
、
民
衆

簡
素
に
わ
か
り
や
す
く
書
こ
う
と
決
意
し
、
次
々
と
民
話
が
誕
生
し
た
。

全
５
巻
で
、
「
人
は
何
で
生
き
る
か
」
「
イ
ワ
ン
の
馬
鹿
」
「
人
に
は
た
＜
さ
ん
の
上

「
二
老
人
」
「
愛
あ
る
と
こ
ろ
に
神
あ
り
」
の
５
冊
よ
り
な
る
。
当
た
り
前
の
こ
と

る
が
面
白
＜
て
、
心
を
動
か
さ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ

門
二
郎
は
ト
ル
ス
ト
イ
の
民
稲
に
出
会
っ
た
こ
と
で
自
ら
の
生
き
方
を
決
定
さ
せ

　

拗

に
つ
い
て
解
説
に
書
か
れ
て
い
る
の
も
興
味
深
い
内
容
で
あ
る
。
訳
者
は
あ
と
が

　

ど

イ
の
民
話
に
つ
い
て

『
「神
の
国
を
地
上
に
も
た
ら
す
平
和
革
命
の
書
」
で
あ
る
。　
　
仔

そ
の
ま
ま
、
仏
陀
の
慈
悲
に
、
孔
子
の
仁
に
、
老
子
の
道
に
通
じ
て
い
る
』
と
し

ら
の
本
は
児
童
書
の
コ
ー
す
―
に
置
か
れ
て
い
る
が
、・
大
人
こ
そ
読
ん
で
、
忘
れ

か
大
切
な
も
の
を
感
じ
た
ぃ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
範
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『ウエスじ―の日』 ポール・フライシュマンノ著 ケビン・ホークスノ画

ウエズレーはほかの子とちがつていて、友だちもいない。でも夏休みの自由研究で、独自

の作物サルーシュ (彼が名付けたもの)を育て学んだ知識を駆使し衣・食・住を賄います。
近所の子たちも興味を示しだんだんと仲間になっておとなのつくつた既成の世界から飛び

出します。時間や数のかぞえ方さえも自分で決め、文字や言語も考え、みんなを巻き込んで

文明を創り出しウエズランディア・ウエズラーの国を作り上げた彼はすごい。皆さんの中に

もきつとこんな力は潜んでいるはす。一歩踏み出す力を与えてくれる作品です。谷本美由紀

K983ト ル
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摂223率覇剛
「
ノ」回Fォ|のグッィクル

【日時】6月 26日 (日 )午前 9時 30分～午後 2時

(ご利用が少ないため 2時までになりましたので

【場所】サラダホール2階視聴覚室

【対象】本市在住・在勤 0在学で図書貸出券をお持ちの方

【持ち物】図書貸出券・ボールペン

ご注意ください。し

【内容】除籍した図書館の古い本。雑誌・児童書はありません。おひとり10冊まで。 (お

譲りした本は営利目的に使用できません。)

今回出る本は・・・

日本の小説・文庫本 (SF、 推理もあり)外 国小説 (英米・仏・独・他)手 芸 自然科
学 文学研究書 (短歌・俳旬・詩など含む)  他
※ 貸出券を忘れた場合は入場できません。事前申し込みは不要です。

※ 混雑時は入場制限を行う場合があります。

ス″劾 テー″ 観諄撃蒻 てル`ただいて:お夕ますが_本|ガ|けでなぐ、癌層ι″ 3受ゲ

″けてレ、ま九 ターズ」閣H助崚喘顔いしまブ・Lォと層εぐゝ キレイオタ|なら夕であ0ビ′

ょろιぐお願いしま九 (釜″を層1鶏″露″として受グスれるわゲではあ夕ま七″
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手のひらサイスの拡大読書器λtt r

小さい字が見えにくい時、「あ !メ ガネを忘れた !」 という時、カウンターにお聞き下さ
い。貸

出用メガネももちろんありますが、もっと大きな字なら読みやすいのになあ
・・ 。と思われた事は

ありませんか ?

そんな時の強い味方が入荷しました ! 手のひらサイズの拡大統書器、ルビーです。

24時間テレビからご寄贈いただいた、最新鋭機です。操作は本当にカンタン、どなたにもお使い

いただけます。2倍～14倍までの倍率で対象物を拡大表示できます。

しかも、色まで変えられます。フルカラー、自背景・黒文字、黒背景・白文字、青背景
・黄色文

字、黒背景・黄色文字が順に変わっていきますので、本を読む時に見やすい色の組み合わ
せをボタ

ン 1つで選択できます。カウンター前の机で自由にお使いいただけますので、ぜひご利用ください。
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拡大ボタン0折 りたたみ式ハンドル
(開いた状態)

0

□

○液晶画面

バッテリーランプ
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